
12．⼿根管症候群質問票 Carpal Tunnel Syndrome Instrument（CTSI）  推奨グレート A 
 
⼿根管症候群質問票（以下，CTSI）は，⼿根管症候群の症状重症度と機能状態を評価する
ための疾患特異的な患者⽴脚型評価であり，症状重症度尺度(SS)と機能状態尺度(FS)の２
つのサブスケールから構成されている 1)．CTSI-SS は，⼿根管症候群の疼痛（3 項⽬），知
覚（1 項⽬），しびれ（1 項⽬），脱⼒感（1 項⽬），夜間症状（4 項⽬），および総合的な機能
状態（1 項⽬）の 11 項⽬で構成されている．質問は選択式で，1 点（症状なし）から 5 点
（最も重篤な症状）までの点数で評価され，全ての重症度スコアは，11 項⽬のスコアの平
均値を算出する 1)．CTSI-FS は，⼿根管症候群で⼀般的に影響を受ける 8 つの機能的活動
で構成され，回答は 1 点（困難でない）から 5 点（きわめて困難）までの点数で評価され
る．機能状態の総合スコアは，8 項⽬全ての平均値を算出する 1)．CTSI は，信頼性，妥当
性，反応性について良好なエビデンスがある 2)．⽇本語版として開発された CTSI ⽇本⼿外
科学会版（以下，CTSI-JSSH）も，⼗分な信頼性，妥当性，反応性を有している 1)3)4)．なお，
CTSI-JSSH は⼿根管開放術後の臨床的変化に対して DASH や SF-36 よりも感度が⾼いこ
とが報告されている 4)． 
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